








小児期発症の慢性腎不全で血清オステオカルシン(OC)値を測定した。対象症例は腎移植者

25 例,慢性血液透析(HD)8 例,CAPD3 例、未透析の慢性腎不全 7 例の合計 43 例であった。

未透析の慢性腎不全群,HD 群,CAPD 群ともに血清 OC 値は高く,副甲状腺ホルモンの血中濃

度および血清アルカリフォスファターゼ値との相関を認めた。血清 OC と透析期間との間

には相関を見出せず,未透析者では血清クレアチニンとの間に弱い相関が認められた。腎

移植群のうち血清 OCが高値を示したのは 2例(8%)のみであった。


